


宇宙を読み解く
第10回　東京大学宇宙線研究所・カブリ数物連携宇宙研究機構　合同一般講演会

２０１４年４月１２日（土） １３：３０ ～  １５：３０（１３：００開場）
千葉県柏市柏６-２-２２　アミュゼ柏２F　クリスタルホール

講演内容

講師：寺澤　敏夫（てらさわ・としお）

講師：河野　俊丈 (こうの・としたけ）

私たちのすんでいる空間は、平面のように平坦に広がっているのでしょうか。それとも、地球の表面のように曲がって

いるのでしょうか。19世紀の数学者リーマンは、空間の中で長さと角度を測ることによって、空間の曲がり具合を記述

する新しい幾何学をつくりました。これはアインシュタインの一般相対性理論にも大きな影響を与えました。最近の数

学の研究により、一様に広がった空間が全体としてどのようなかたちをしているかということについて、飛躍的に理解が

進みました。数学を用いて、観測データとあうような、「宇宙のかたち」のモデルを提起することについてお話しします。

東京大学大学院理学系研究科数学専攻修了。理学博士。名古屋大学助手、
九州大学助教授などを経て、現在、東京大学大学院数理科学研究科教授と
東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構 (Kavli IPMU) 主任研究員を併任。

大気中をマッハ 1 以上の超音速で飛行するロケットなどの前面には衝撃波が形成されることはよく知られています。

一方、太陽フレア、超新星、ガンマ線バーストといった宇宙における爆発現象からの爆風は、秒速数千キロメートルか

ら数万キロメートル、ときには秒速30万キロメートルという光速に近い速度に達します。これらの爆風の速度はマッハ

100 をはるかに超えており、強い衝撃波が形成されます。この講演では、最近の研究で明らかにされてきた宇宙での

衝撃波の役割について、特に宇宙線などの高エネルギー粒子がつくられる過程に重点をおいてお話ししたいと思います。

東京大学大学院博士課程終了。理学博士。東京大学助手、京都大学助教授、東京大学教授、
東京工業大学教授を経て、2009 年より東京大学宇宙線研究所教授、現副所長。

宇宙のかたち
～数学からのチャレンジ

ショッキング・ユニバース

～衝撃波に満ちた宇宙

お問合せ　　
 電話： 04-7136-5148 （広報担当） 

Email： public_lectures@icrr.u-tokyo.ac.jp

アミュゼ柏　
千葉県柏市柏６−２−２２　

◎ JR 常磐線・東武野田線 柏駅下車。東口より

　徒歩約８分。

◎ 駐車場はホール関係者専用となりますので、

　お車でのご来場はご遠慮ください。

撮影：河野裕昭
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